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■
江
原
素

六
生
誕

１５０
年
記
念
式
典

７
月
１９
日
０

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３５
分

於
　
ブ
ケ
東
海

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
御
参
加
下
さ
い
。

（

今
年

一
九
九
二
年
は
、
江
凛
者
六
虫
涎

一
工
○
周
年
に
あ
た
り
、
記
合
事
業
が

行
わ
れ
ま
す
。

江
原
素
六
肖
像

■
明
治
史
料
館
企
画
展

江
原
素
六
と
そ
の
時
代

７
月
１
日
困
～
８
月
３０
日
０

＊
７
月
１９
日
は
無
料
開
館
日

吉
野
作
造
の

江
原
素
六
評

民
本
主
義

の
提
唱
者
で
あ
り
大
正
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
の
理
論
的
指
導
者
と
し
て

知
ら
れ
る
吉
野
作
造
は
、
江
原
素
六
の

死
に
際
し
、
腐
敗
隋
落
し
た
金
権
政
治

家
が
幅
を
き
か
せ
、
江
原
の
よ
う
な
清

貧
高
潔
な
人
物
が
政
界
の
第

一
線
か
ら

退
い
た
形
に
な

っ
て
い
た
、
当
時
の
政

治
状
況
を
鋭
く
批
判
し
た
。

江
原
素
六
先
生

去
る
五
月
二
十
二
日
、
耐
田
の
青
年

合
館
に
於
て
、
故
江
原
素
六
先
生
の
告

別
式
が
あ

つ
た
。
平
素
斯
う
云
ふ
こ
と

に
は
無
精
を
極
め
る
私
も
、
流
石
に
此

人
に
ば
か
り
は
最
後
の
別
れ
を
告
げ
ず

に
は
居
れ
な
か
つ
た
。
往

つ
て
見
る
と

朝
野
各
方
面
の
有
名
無
名
の
男
女
雲
の

如
く
集

つ
て
、
皆
無
限
の
哀
愁
に
閉
さ

れ
て
居
る
。
私
は
今
更
な
が
ら
先
生
の

徳
澤
馨
望
の
厚
き
を
想
う
て
感
慨
無
量

な
る
も
の
が
あ

つ
た
。

今
日
我
國
に
於
て
吾
人
の
軍
敬
に
値

す
る
人
物
を
算

へ
よ
と
云
ふ
な
ら
、
固

よ
り

一
二
に
し
て
足
ら
な
い
。
け
れ
ど
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も

「先
生
」
と
い
ふ
言
葉
を
最
も
具
面

目
な
意
味
に
使

つ
て
心
か
ら
箪
敬
を
捧

げ
得
る
底
の
先
輩
を
探
す
段
に
な
る
と

我
が
江
原
先
生
の
如
き
を
外
に
し
て
は

餘
り
他
に
な
い
と
思
ふ
。
員
に
江
原
先

生
は
清
く
し
て
温
か
に
強
く
し
て
優
み

の
あ
る
軍
む
べ
く
慕
ふ
べ
き

一
代
の
長

者
で
あ

つ
た
。
大
正
十

一
年
の
前
半
季

は
侯
大
隈
を
喪
ひ
公
山
縣
を
途
つ
た
。

併
し
今
わ
が
江
原
先
生
と
分
る
る
に
及

ん
で
、
私
達
は
始
め
て
限
り
な
き
淋
し

さ
を
感
ず
る
の
で
あ
る
。
先
生
の
長
逝

は
日
本
の
文
化
に
取

つ
て
確
に
大
な
る

損
失
で
あ
る
。

江
原
先
生
に
就
て
の
感
想
を
書
き
列

ね
る
段
に
な
る
と
、
そ
は
際
限
も
な

い

仕
事
だ
。
私
が
妓
に
此

一
文
を
草
す
る

に
到

つ
た
の
は
、
讃
者
と
共
に
故
先
生

を
偲
ば
ん
が
篤
で
は
な
い
。
先
生
の
長

逝
を
機
と
し
て
日
本
の
政
界
の
有
様
を

考

へ
て
観
、
相
共
に
反
省
警
戒
し
て
我

が
國
今
後
の
進
歩
奎
展
に
貢
献
せ
ん
が

篤
で
あ
る
。
依
て
先
生
に
就
て
の
所
感

は
之
を
他
日
に
一譲
る
。
之
よ
り
先
生
の

長
逝
を
機
合
に
少
し
く
日
本
の
政
界
の

事
を
論
し
て
見
よ
う
。

先
づ
は
じ
め
に

一
言
し
て
置
く
の
必

要
あ
る
は
、
何
故
私
が
江
原
先
生
の
長

逝
を
機
と
し
て
日
本
政
界
を
論
ず
る
考

に
な

つ
た
か
の
路
で
あ
る
。
中
す
迄
も

な
く
、
江
原
先
生
は
立
派
な
政
治
家
で

あ

つ
た
。
教
育
に
も
宗
教
に
も
相
常
に

寄
さ
れ
た
が
、
最
も
多
く
牛
生
の
力
を

注

い
だ
方
面
は
確
に
政
治
で
あ

つ
た
や

う
だ
。
屡
々
代
議
士
に
も
な
ら
れ
た
。

最
近
は
籍
を
政
友
合
に
置
い
た
儘
、
貴

族
院
議
員
に
勅
選
せ
ら
れ
た
。
斯
く
て

先
生
の
興
味
が
政
治
に
在
つ
た
こ
と
は

疑
な
く
、
同
時
に
先
生
は
ま
た
責
際
治

政
の
オ
能
の
あ
る
人
と
し
て
許
さ
れ
て

も
居
た
。
航
布
中
學
校
長
と
し
て
又
基

督
教
青
年
會
長
と
し
て
の
功
績
か
ら
見

て
も
、
人
を
服
す
る
の
器
で
あ

つ
た
こ

と
は
雫
ひ
難

い
。
従

つ
て
政
治
家
と
し

て
も
本
来
相
営
手
腕
の
人
た
る
べ
き
は

明
白
で
あ
る
が
、
ど
う

い
ふ
も
の
か
政

界
で
は
表
面
の
枢
要
の
地
位
に
は
立
た

れ
な
か
つ
た
。
政
友
合
に
於
て
も
、
革

中
の
長
者
と
し
て
十
三
分
の
尊
敬
を
受

け
て
は
居
ら
れ
た
が
、
其
の
地
位
は
謂

は
ば
隠
居
の
様
な
も
の
で
、
政
機
運
用

の
責
際
に
は
全
然
関
係
さ
れ
な
か
つ
た
。

此
庭
に
私
は
日
ら
ず
も
大
に
論
ぜ
ざ
る

可
ら
ざ
る
或
る
も
の
を
見
出
す

の
で
あ

′り
。一年

然
と
し
て
政
友
含

の
幹
部
に
向
ひ
、

´

何
故
江
原
先
生
の
如
き
を
表
面
に
活
躍

さ
せ
ぬ
か
と
問
う
た
な
ら
、
彼
等
は
恐

ら
く
其
の
間
の
餘
り
に
常
世
ら
し
か
ら

ぬ
に
暫
く
は
呆
然
答
ふ
る
所
を
知
ら
ぬ

だ
ら
う
。
去

つ
て
之
を
侵
り
に
常
の
本

人
江
原
先
生
に
尋
ね
た
と
す
る
。
先
生

も
亦
そ
ん
な
事
は
自
分
の
柄
に
應
し
く

な
い
こ
と
だ
と
取
り
合
は
れ
な

い
に
相

違
な

い
。
而
し
て
質
問
者
も
や
が
て
江

原
先
生
は
成
る
程
政
界
の
賞
際
に
活
躍

す
べ
き
柄
の
人
で
な
い
と
首
肯
し
て
引

き
退
る
で
あ
ら
う
。
併
し
考

へ
て
見
る

と
、
政
治
と
云
ふ
も
の
は
、
六
千
萬
の

民
衆
の
運
命
を
左
右
す
る
大
き
な
且

つ

高
筒
な
仕
事
で
あ
る
。
さ
う
云
ふ
大
切

な
仕
事
に
何
故
江
原
先
生
の
如
き
人
が

開
係
し
て
わ
る
い
の
か
。
否
、
先
生
の

如
き
清
節
高
義
の
士
を
し
て
こ
そ
殊
に

之
に
開
係
せ
し
む
べ
き
で
は
あ
る
ま
い

か
。
所
が
世
間
の
資
状
は
、
江
原
先
生

の
様
な
人
の
政
治
に
関
係
す
る
は
不
似

合
だ
と
な

つ
て
居
る
。
印
ち
立
派
な
人

物
の
係
は
る
べ
き
仕
事
で
な
い
か
の
如

く
に
見
倣
さ
れ
て
居
る
。

こ

ヽ
に
私
達

に
取

つ
て
深
く
考
ふ
べ
き
問
題
が
あ
る

と
思
ふ
の
で
あ
る
。

私
は
こ
の
奇
怪
な
現
象
に
就
て
大
に

世
人
の
注
意
と
反
省
と
を
促
し
た
い
と

´

思
ふ
の
で
あ
る
。
詳
し
い
議
論
は
他
日

に
ゆ
づ
り
、
之
等
の
路
に
開
す
る
私
の

結
論
を
個
條
書
き
に
し
て
見
る
と
斯
う

な
る
。
■

）政
治
は
本
末
高
筒
な
る
仕

事
に
し
て
従
て
高
筒
な
る
人
物
の
係
は

る
に
通
す
る
も
の
な
る
事
、
■
こ
然
る

に
我
が
國
政
界
の
現
状
は
、
高
筒
な
る

人
物
の
活
躍
に
極
め
て
不
通
常
な
る
様

に
組
み
立
て
ら
れ
て
居
る
、
換
言
す
れ

ば
、
政
界
の
組
織
運
用
が
頗
る
非
道
徳

的
に
取
扱
は
れ
て
居
る
事
、
■
こ
而
し

て
斯
か
る
現
状
を
打
破
し
、
政
治
と
道

徳
と
の
開
係
を
政
治
組
織
の
上
に
整
正

し
て
、
立
派
な
清
節
の
■
も
有
敷
に
■

楡
快
に
活
躍
の
出
来
る
様
に
す
る
は
今

日
の
急
務
な
る
事
、
是
れ
で
あ
る
ｃ

江
原
先
生
の
長
逝
に
際
し
て
、
私
は

固
ら
ず
も
我
が
国
政
界
の
道
徳
的
改
造

の
急
務
を

つ
く
み
ヽ
と
感
じ
さ
せ
ら
れ

る
。
之
は
普
選
の
断
行
よ
り
も
、
綱
紀

市
正
よ
り
も
、
政
車
の
革
新
よ
り
も
大

切
で
あ
る
。
否
、
之
等
各
般
の
改
造
の

基
礎
的
根
抵
を
篤
す
も
の
で
あ
る
。

古
野
作
造
著

『講
学
余
談
「

一
九
二
七
年
刊
）よ
り
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シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
　
◇

鈴
木
二
郎
か
ら
島
田
二
郎

へ

島
興

二
郎
二

八
五
二
～

一
九
二
一き

は
、
日
口
卯
古
と
と
も
に
沼
津
兵
学
校

が
生
ん
だ
代
表
的
人
物
と
い
え
る
。
官

僚

・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

・
政
治
家
な
ど

と
し
て
彼
が
残
し
た
足
跡
は
幅
広
く
、

日
本
近
代
史
の
要
所
要
所
に
登
場
す
る

重
要
人
物
で
あ
る
。

近
年
は
、
か
つ
て
刊
行
さ
れ
た
全
集

や
伝
記
が
増
補

・
復
刻
さ
れ
た
り
、
天

皇
の
廃
位
を
規
定
し
た
進
歩
的
な
憲
法

草
案

「憲
法
草
稿
評
林
」
の
評
注
者
が

島
田
で
あ

っ
た
か
な
か
っ
た
か
を
め
ぐ

っ
て
議
論
が
戦
わ
さ
れ
る
な
ど
、
研
究

者
の
注
日
を
集
め
て
も

い
る
。

し
か
し
明
治
初
年
の
青
少
年
期
ま
で

の
彼
の
経
歴
に
は
不
明
な
点
が
少
な
く

な
い
。
こ
こ
で
は
沼
津
兵
学
校
時
代
の

島
田
に
つ
い
て
多
少
の
知
見
を
述
べ
て

み
た
い
ｃ

ネ
臣
鈴
木
智
英
の
三
男
に
生
ま
れ
た

彼
は
、
兵
学
校
入
学
当
時
は
鈴
木
三
郎

と
称
し
て
お
り
、
明
治
二

・
三
年
の
静

岡
藩
職
員
録
で
あ
る
『沼
津
御
役
人
附
』

、
静
岡
御
役
人
附
』
に
も
名
前
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
資
業
生
に
及
第
し
た
の

は
二
年
九
月
だ
っ
た
。

そ
の
他
沼
津
時
代
の
島
田
に
つ
い
て

は
、
沼
津
城
下
の
南
方
我
人
道
村
に
下

宿
し
た
こ
と

（
そ
れ
が
沼
南
と
い
う
号

の
由
来
と
い
う
）、
途
中
沼
津
城
本
丸

の
寄
宿
寮
に
移

っ
た
こ
と
、
水
泳
が
得

意
だ
っ
た
こ
と
、
乗
馬
訓
練
で
落
馬
し

煩
に
怪
我
を
し
た
こ
と
、
生
徒
の
中
で

は
最
後
ま
で
チ

ョ
ン
マ
ゲ
を
し
て
い
た

像
ふ
工
を
多

松
本

二
盆
７

患
特
太
弁
‐

ネ
彩
雀
多

ふ

　

肇

ネ

緞
砕

ゑ
　
一

杉
多

・秋

化

（

こ
と
な
ど
が
逸
話
的

に
知
ら
れ
る
。

廃
藩
置
県
や
兵
学
校
の
兵
部
省
移
管

が
行
わ
れ
る
中
、
島
円
が
い
つ
沼
―■
を

離
れ
上
京
し
た
の
か
は
明
確
で
な
い
が

明
治
四
年
十
二
月
卜
五
日
付
の
勝
海
舟

の
日
記
に

「
立
田
■
、
沼
津
書
生
、
武

藤
三
郎
、
学
費
助
力
致
す

べ
く
申
し
遣

わ
す
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
頃

ま
だ
沼
津
に
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な

お
、
こ
の
記
事
か
ら
は
、
当
時
鈴
木
姓

か
ら
武
藤
姓
に
変

っ
て
い
た
こ
と
、
勝

に
学
費
の
援
助
を
求
め
た
ら
し

い
こ
と

が
判
明
す
る
。

そ
の
後
上
京
し
た
彼
は
、
辻
新
次
や

江
藤
新
平
の
家
に
寄
寓
し
、
五
年

一
月

大
学
南
校
に
入
学
し
た
が
す
ぐ
退
学
、

十
月
に
は
大
蔵
省
翻
訳
局
上
級
生
徒
に

な

っ
た
。

こ
の
時
彼
は
武
藤
重
之
と
名

乗

っ
て
い
た
．
武
藤
重
之
の
名
で
は
、

六
年

一
月
に
沼
津
兵
学
校
で
の
同
級
生

塚
原
靖

（渋
柿
同
）
と
の
共
編
で

『算

海
方
針
』
と
い
う
数
学
書
を
刊
行
し
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
横
浜
の
豪
商
島
円

性
寛
の
養
子
と
な
り
、
島
田
二
郎
を
名

乗

っ
た
の
は
翌
七
年
と
い
う
。

以
上
、
島
田
二
郎
は
明
治
初
年
、
鈴

木
二
郎
、
武
藤
三
郎
、
武
藤
重
之
、
島

田
二
郎
と
、
次
々
に
名
前
を
変
え
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

圧ヽ

（
１
ヽ
島
田
二
郎
全
集
』
全

７
巻

⌒
一

九
八
九
年
）、
高
橋
昌
郎

『島

田
三

郎
伝
』
二

九
八
八
年
）．

島 田 三 郎

(望 月宏充氏提供 )

明治 2年 『沼津御役人付』に
兵学校資業生のひとりとして

掲載された「鈴木三郎」の名前

明治6年 1月 刊 武藤重之・塚原靖編
『算海方針』

′
自
・
洋 土 ⌒  九 徹 憲 一 構 ι
僚 学 鈴 一 勝 九 英 法 校 想 小い
教 木 九 部 一 ¬ 構 注

L西
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行
の

体
裁

一
Ｂ
５
判
　
工（
七
頁

頒
価

一
一
四
〇
０
円

内
容

¨
瀬
川
裕
市
郎

「
愛
鷹
山
麓
の
旧

石
器
時
代
遺
跡
の
構
造
２
」
、
樋
口
雄

一彦

「史
料
紹
介

・
入
江
功

一
述

『滅
亡

の
路
よ
り
恩
寵
の
路

ヘ
ヒ
、
同
前

「
愛

鷹
牧
余
録
」
、
上
野
裕
二

「
明
治
初
期

に
お
け
る
現
沼
津
市
域
の
小
学
校
の
位

置
に
つ
い
て
」
。

◎
沼
津
市
明
治
史
料
館
史
料
目
録

１０

。
＝
刊
行
の
御
案
内

『岡
宮
区
有
文
書
目
録
』
　

Ｂ
５
判

一
一
百
（　
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明治維新史学会第21回大会へどうぞ

明治維新史学会は、全国の研究者約120名 から組織された学会

です。今回その大会が当館講座室を会場に沼津で開催されるこ

とになりました。研究発表や講演は、会員以外に一般からの参

加も歓迎していますので、どうぞお気軽にお出掛け下さい。

6月 6日 (土 )

研究発表  13:00～ 17:00

国 雄行氏(神奈り|1県立博物館 )「内国勧業博覧会のに内国』の意味に
ついて」

山[1博雄氏(中 央大学大学院)「中江兆民とルソー ー『民約訳解』を
めぐって一J

田村貞雄氏(静岡大学教授 )「佐策の乱と山口県の1青勢J

福井 淳氏(明治大学大学史編纂室 )「『明治十四年の政変』を考える型

6月 7日 (日 )

研究発表  9:30～ 10:40

斎藤 新氏(浜松市博物館)「弘化三年一揆と浜松井上藩の支配のあり方J

明治史料館見学  10:50～ 12:20

総 会  14:00～ 15:00

講 演  15:00～ 16:30

田中 彰氏(札幌学院大学教授)「岩倉使節団をめぐる諸問題」


